
イ右巧さ．㌻一読紹l弱
容
疑
著
の
D
N
A

活
用
へ
整
鰭
要
望

被
害
蕾
遺
族
ら

殺
人
事
件
の
破
竃
普
選
族
ら

で
縛
る
壷
の
会
」
嬢
5
日
、

手
代
閏
区
内
で
講
書
会
蒐
し
、

容
疑
者
の
D
N
A
を
電
動
活
用

す
る
だ
め
の
法
整
鰭
や
請
究
体

観
の
充
実
を
求
め
る
要
望
書

を
、
国
家
公
安
委
員
会
に
提
出

講
書
会
見
で
要
望
書
の
内
容
を
、

説
明
す
る
宙
の
会
の
小
林
会
長

（
5
日
、
千
代
田
医
書

ず
る
と
発
表
し
た
。

同
会
に
よ
る
と
、
海
外
で
は

D
N
A
の
稿
報
か
ら
容
疑
著
の

似
顔
絵
を
作
成
し
て
車
件
籠
決

に
至
っ
だ
例
も
あ
り
、
要
塞
で

は
D
Ⅳ
A
か
ら
得
ら
れ
る
堕
別

や
年
齢
縞
な
ど
の
幡
報
も
籍
蚕

に
酒
癖
す
る
よ
う
求
め
る
。

1
9
9
6
年
に
葛
飾
区
で
殺

醤
さ
れ
た
上
智
大
生
・
小
株
顕

子
さ
ん
（
当
時
2
1
歳
）
の
父
で

同
会
会
長
の
小
林
賢
二
さ
ん

（
7
5
）
は
、
「
犯
人
の
情
報
耕
醸

っ
た
D
N
A
の
溝
用
に
つ
い

て
、
熟
慮
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
た
。

「
B
N
A
捜
輩
の
法
制
舵
を
」

撃
醇
遺
族
ら
要
望
蓄
擬
曲
へ

刑
薯
寧
稗
の
早
期
解
決
を
め

ざ
し
、
撥
大
審
絆
の
遺
族
の
集

ま
り
憲
の
会
」
が
5
日
、
千

代
田
匪
ぞ
議
著
会
見
を
開
塞
、

D
N
A
塾
を
可
能
な
範
囲
で
攫

輩
に
潜
濡
蜜
き
る
儀
糊
を
整
鰭

ず
る
重
要
陸
を
読
売
だ
。
今

後
、
国
家
軽
費
委
員
会
に
港
鰯

化
を
求
造
る
要
壁
書
を
出
毒
と

いう。客
観
証
拠
が
重
視
さ
れ
る
現

径
の
寧
件
捜
馨
で
、
特
に
脅
効

な
の
が
鰭
人
識
別
の
精
度
が
寵

い
B
的
A
型
薙
∵
た
だ
、
日
本

に
は
D
N
A
攫
盃
に
つ
い
て
定

め
た
港
律
は
ー
糟
く
、
採
取
や
デ

ー
歩
ペ
ー
ス
へ
の
登
録
・
抹
消

な
ど
の
事
続
き
は
国
家
公
安
萎

貴
会
規
則
や
聾
察
庁
通
達
に
よ

り
運
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
つ
し

た
韻
状
に
不
安
を
感
じ
、
佳
麗

採
鞍
に
擾
カ
し
寒
い
人
も
多

い
。
国
会
は
、
法
嗣
化
で
現
状

を
毀
蕾
で
き
る
と
の
考
え
だ
。

同
会
会
長
は
、
葛
館
霞
で
1

9
9
6
年
9
月
に
起
き
翠
玉

馨
太
生
殺
蕾
撃
緯
」
で
次
女

の
小
林
頼
子
さ
ん
蜜
蒔
2
1
）

を
綴
喜
さ
れ
た
貧
・
賢
二
さ

ん
。
こ
の
目
の
会
農
で
、
寄

評
A
捜
蜜
の
運
営
寄
し
っ
か
り

と
港
繊
倦
す
れ
ば
∵
捜
査
へ
の

滋
弗
が
進
む
は
ず
だ
」
と
話
し

た。一
同
会
は
こ
の
薫
り
㍍
A
型

か
曇
穿
体
駒
な
特
徴
を
繋
ぎ
出

ず
最
薪
毅
術
寒
空
を
捜
査
に
藩

属
す
る
こ
と
も
求
め
た
。
2
8

0
0
箪
蛇
月
発
生
の
「
鞋
田
谷

一
家
殺
人
蜜
鮮
」
の
捜
護
に
携

わ
っ
粍
馨
親
房
の
売
韓
蔀
で
、

同
会
欝
劉
参
事
の
土
田
餐
さ
ん

も
会
晃
に
同
席
し
、
蒸
馨
著

や
遺
族
の
た
め
、
利
用
弦
犬
に

つ
い
て
電
議
論
し
て
ほ
ら
番
」

と
替
え
た
。
　
（
岩
田
憲
実
）
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圃


